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図－３ 流量Ｑと SS の関係 

≪流量－SS 曲線のタイプ分類≫ 

Type.1：本川型（st.1、2） 

流量の増減に対応して SS が増減する 

Type.2：流入直後型（st.3） 

本川型に近いが反時計回りのループができる 

Type.3：残水路型（st.4、5） 

流量増でも SS は増加しない。流量のピークが過ぎた

あとに SS が急上昇する 

表－１ 流量－SS のタイプ分類 

3.2 Type.1（本川型）の特徴 

Type.1 は本川の st.1,2 でみられたタイプで

ある。流量の増減に伴って SS も増減する関係と

なっている。 

3.3 Type.2（流入直後型）の特徴 

Type.2 は本川から残水路区間への流入直後の

地点（st.3）で観測されたタイプである。ここ

では流量の増減とSSの増減に反時計回りのズレ

がある。このズレは、残水路への流入直後、本

川の速い流れで捲きあげられた浮遊砂が残水路

に流れ込み、流量ピーク後も一度捲き上がった

浮遊砂が沈降するのに時間を要するためと考え

られる。 
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図－４ 浮遊砂の粒度分布 

また図－４はピーク時の浮遊砂の粒度分布で

ある。残水路流入直後(取水口：st.3)の粒度分

布は本川の２地点(st.1,2)とほぼ同じであるこ

とからも、残水路流入直後では SS成分はまだ本

川とほぼ同じ状態であることがわかる。 

3.4 Type.3（残水路型）の特徴 

残水路区間中流(st.4)から下流(st.5)でみら

れるType.3は他のタイプと変化の傾向が大きく

異なる。流量の増加時には SS が増加せず、むし

ろ流量が減少してからSSが急激に増加している。

残水路区間各地点での総流量（24 時間）は、流

入直後(取水口：st.3)の 1,100m3に対して、中流

(st.4)では 4,800m3と大きく増加する。この流量

増分は残水路周辺の流域のみからの流出であり、

本川部が上流の山地からの流出分が多く含まれ

るのに対して、ほとんどが市街化された住宅地

からの流出である（図－５）。 
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図－５ 地点別 24hr 総流量（残水路区間） 

既往調査 2)において周辺市街地から残水路へ

流入する雨水排水の SS が河道の SS より低いこ

とが示されている。これらの要因で残水路では

本川と比較してピーク時のSSが低いものと考え

られる。 

また残水路流域は市街地のため、本川部より

降雨－流出の応答が鋭敏であり流量の低減が早

い。このため残水路では市街地からの流出がお

さまった流量減少時に本川部からのSSの高い水

の占める割合が高くなり、これがピーク後に SS

値が再び急増する原因と考えられる。 

４．まとめ 
今回の調査で精進川の旧河道における洪水時

の SS の挙動とその要因が概ね把握できた。今後

はこの結果をもとに、特に濁りの低減を重点に

おいた水質改善を目指す。 
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